
自動車の安全性および環境保全に対して，EFI，
ABSなどのマイクロコンピュータを用いた自動車
制御システムの果たす役割は大きい。このソフト
ウェアは年々複雑化・大規模化しているが，その
一方で品質を維持しつつ開発期間を短縮すること
も求められている。そこで，開発工程のできるだ
け上流の段階で品質の作り込みを行なうことをね
らいとして，自動車制御ソフトウェア向け仕様記
述言語Schetch / Mおよびライブラリを開発した。

Schetch / Mは，データフロー型言語の一種であ
る。これを用いて自動車制御ソフトウェアの仕様
を作成するとシミュレーションにより制御内容が
確認でき，またCソースプログラムを自動生成す
ることもできる。

Schetch / Mは制御系設計ツールMATLAB /

SIMULINKの上に組込まれている。Fig. 1に
Schetch / Mのメニューウィンドーの一部を示す。

Schetch / Mの特徴は，自動車制御ソフトウェア
の動作を以下のようにモデル化した点にある。
(1) 機能ブロックおよび，機能ブロックを結ぶデ
ータ線とイベント線により記述する。(2) 機能ブ
ロックの出力データは入力データの時系列によっ
て決まる。(3) 機能ブロックは周期，イベントの
いずれかで駆動される。

Schetch / Mのライブラリは，前述したモデルに
基づき従来の自動車制御ソフトウェア仕様書を分
析・整理して作成した約40種類の機能ブロックか
ら構成されている。Table 1に機能ブロックの一
部を示す。

ABSに適用したところ，現状仕様書の記載内容
のうちハードウェアに依存する部分 ( 約10% ) を
除いてすべてSchetch / Mで記述でき，以下の効果
のあることが分かった。(1) シミュレーションに
より動作確認できるので実車実験回数を減らしソ
フトウェア開発期間を短縮できる。(2) 仕様からC

ソースプログラムを自動生成できるのでプログラ
ム作成工程が不要となり，しかも仕様と整合性の
とれた品質の高いソフトウェアを開発できる。
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Table 1 Functional blocks (part).

Block name Function

Duration_Judge Returns 1 if a certain condition is kept in a given period

Duration_Timer Returns period of time when a given condition is satisfied

Positive_Trigger_Judge Generates an event when a positive edge is detected

Table_Reference Returns value according to a given table

Fig. 1 Menu windows of Schetch / M (part) .


